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AEEfz"TheMedianTもctcnicLim3(MTIJwexendingabout9"km"mcentralHoms”ぬKyuShu･iS

melon"st"ultinJapan,anddividessoumwestJapanintolnnerandOuterZOnes.ApartitionofMTL
hnmKiiPeninsulatonormwestShikOku,specially"tnamedactivebultsystemoftheMemanTec･

tnnicLine,hasbeensUppinglaUrallyinthelateQuarmary.There,however,hasbegnnohismrica

desrucdveearthqUakealongiLItisimpormnttoIEvealactiViWanddiStributionofactivefaulS､on

thispartofMTLinpardcmarb"rlongUrmearfhquakeprediCtionanddis"terprevention.
Anactivefaultinshallowseaareaisan"eli"tfieldtcstudybehaviorofafaultduring

HOlocene,baanseUleregioniscDntinucuslyinsedimentancn,andtheseismiceventofamultisre･
cordedmthesediment､Onmebasisofthmadvanmge.webaveinves箇顕ted"usinghi"･rescludon

singlschannelseismicpronlerandpiSmn.cOrerbactivefauitsofMrLorthecoastofFutamimwnin
thenormwesternShi"ku･窪曲enormw"tempartcfIyona",theInlandSea

ThemainresulmofseiQmif廓｡filingareas"IDwS:

FburfaultshavingclearactivityinHolccenetimearereCognizedTheyarenamedtheKcamiOkiP
磁画血ult,KDamioki･Minami"ult,Kaminadacki･Kitaf趣dLandKaminadaoki･MinamilaultbThemrmer

twomulEandthelatMrtwomrm鰊⑨paiIsoffaulE.TheyShoWaleft".stepechelonPattern.MOr巴｡v餌

mminadaoki.KitammulthasafeatureofrightlateraliaulLmshort,thisareaisinriゆtPSupmovement

inHOloCenetime

TheKaminadami･KitaandKaminadaoki･MinamifaultsibrmafaultsagForthepurpoSeofeveaIP

ingdevelopmentoftheiaultsag,sedimentshavebeensampledonthenorthside,thecentralparhand

mesouUnSideofUleSagbyUsingapistOncoreSamPleliandanalyzedfOrcOrrelationindetail.Asa

reSul喝山etwoeventofdipslip,oneachofthefaultsarerecognized.ThedevelopmentoftheねultS"
isinierredasiOlloWS:

(1)TheKaminadaoki･KitaandtheKaminadaOki･MimamifaultshavebeenaCtivated,atthesametime,
andthecentralpal･tboUndedbythetwofaultshaSbeensagWd.

(2)Atleast,twoSeiSmiceventsareibunddthesetimingsare-6200yand-4000y.Therecurrenceinmr､

ValofSeismiceventshoWs2000yappmxima"y.
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TheintervalcorrespondswiththeothersthatweregIvenimmresultsoftrenChsurVeyonthe
OkamuraandChichiofaults.thecentralandthenortheastempartsoftheMTLinShikOku,respective･

Iy･However｡theseeventshavenotoccurredatthesameam&Atleast,nreesegmentsontheMTL

havebeenactiva"dperiodicallywinl2000yinervalammximately.
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分を鬮査している．それらの調査域には，三河湾(小川

ほか,1991),伊予漣(堤ほか,1990),別府湾(島崎ほか，

1986；山口・小jll,1991),八代海(千田ほか,1991),

稽湾(岡村ほか，1992)がある．

特に伊予涯における中央無造憩については，驍細な音

波探査による活断層の分布や形憩の記職とビストンコア

試料を用いた活動履歴の解醗を行っている，本陰では，

今までに明らかとなうた伊予郡双海町沖における断層群

について飴述する．

四国北西部における中央綱造録の概要

・四国北西部における地質鏡界としての中央鱈造縫(こ

の地域では，北側の和泉層群と南側の三波ﾉll結晶片岩頚

または久万層群との境界断層)は，それ以東の直叙状の

分布と異なり，複雑に屈曲している．この境界断層のう

ち伊予涯にまで延長すると考えられる断層は,上溌断層，

高野川断層，犬寄断層(永井,1971)である．しかし，こ

れらの断層は砥部時階までにその活動をほぼ停止してお

り，第四紀以後の活動はこの北側に分布する伊予断層と

郡中断層に沿って行われている(岡田，1972)．

〈はじめに

中央構造線活断層系(岡田，1973；以後，単に中央撫

造線と略す)は，地質境界としての中央栂造鍵に並行も

しくは雁行状に分布し，紀伊半島中部から四国西部にか

けて第四紀後半の明瞭な右横ずれ活動が認められる

(Okada,1980)．しかし，有史以来．この断層に沿った

活動は囲められておらず,地震の空白域となっている(宇

佐美,1987;Shimazaki,1976)．それゆえ，近い将来に

大地髭が発生すると考えられ，断層活動の特性評価は緊

急を要する鴎題といえる．

過去3回にわたる岡村断層のトレンチ鯛壷(愛媛県西

桑市)では,曇新の活動が8世紀早期に起こり，約6m
の右槙ずれ変位を生じさせていることを明かにした

("utsumier@L,1991)．さらに最近では，父尾断層に

関するトレンチ鯛査が4ヶ所(徳島県市場,土成地区)で

行われ,最新の活動が159碑の慶長地震である可能性を

示した(岡田ほか,1991)．現在までに，中央撫造線に関

して，その活動履歴の解醗が行われたのは上配の2つの

断層だけである城今後，多くの活断層系で同識な鯛査

が進み，その活動履歴力癖脇きれること力糊待される．

しかし,海底の活断層の場合,陸上と同様な鯛査が困鑑
であるため，その活動腿歴は不明のままとなっている．

‘愛嬢県伊予郡双海町V寸近で伊予灘に没する中央構造藻

は，海岸銀とほぼ平行に佐田岬の北偲の海底にまで延長

すると考えられた(岡田,1972).その後,緒方9975)や
四国電力株式会社(1984)の音波探査により，この海域に

おける中央栂造線の存在力噸かとなった鯛その活勵履

歴については推測の域をでていない．

完新世に活動した断層は，活動履歴を糖度よく(時期

については百年オーダー，変位丑については､オーダー

以下で)陰賎できる可能性をもつ．特に，通常，堆積作

用の場におかれている浅海底活断層は，堆積中に起こっ

た断層変位力吹藩することなく堆穣物中に配録されると

考えられ，完新世における活肋を解脇する上で絶好の研

究対象といえる．

この利点に垂づいて，著者らは中央榔造綴の浅海底部

‐
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1．伊予断層

伊予市域の西部，行道山一谷上山一明神山を連ねる山

系の剴晒麓に位歴し,､NE-SW方向に直線状に分布する．

活動度はA級．垂直変位は；伊予市市場付近を境に，

東方では訓鰐ち,西方では南落ちと変化し,断層藻に沿っ

て右槙ずれ運動に起因する河谷変位や閉塞尾根力哩めら

れる(岡田,1972,四80;平岡,1973).そのほか,第四
紀後半に形成された中位段丘や高位段丘礫層にも断層活

動の可能性が囲められる(岡田,1972;鹿島・高織1980）

斌その活動時期などは不明である．双海町高野川付近

で伊予漆へ没し,地質境界としての中央構造蕊と合流し，
九州へ延長すると考えられている(岡田,1972)．
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2．郡中断層

伊予市森付近に分布する郡中層(上部鮮新～下部更新

銃)と，それに南接する上部白亜系和泉層群の境界をな
1

●●■
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す断層(走向N50｡E,傾斜80｡N前後)で活動度はc級を

示す.NE方向延長部は古期および新期扇状地堆菰物・

高位段丘礫層・沖積低地堆菰物などに覆われており，そ

れらに断層に沿った変位地形は浬められない(鹿島・高

橋，1980；高携・鹿島，1985；高揺，1986)．後期更新

世初期以前に潅成きれたと考えられる〈高橋・鹿島，

1985)瓶今のところ，第四紀後半の活動を示す報告は

ない．

も有窓な見地をもたらすと考え.られる．

緒方(1975)では,古高郵II沿いのA層(沖積層に相当）

堆菰以後に断層活動の可能性を示している．また，これ

と反対に，四国電力株式会社(1984)では，伊予滋に分布

するいずれの断層も沖積層を乱していないと報告してい
●

る．しかし，これらの鯛査で用いた音波採姦機はスパー

カーであり，沖積層中の細かな栂造を鰻麓するには不適

当である．

堤ほか(1990)は，伊予郡双海町沖において高分解能の

ソノプロープを用いた音波探査を行ったその結果，
NE-SW方向の2つの断層が沖稜層を累稜的に変位ざ

･萱b地溝状の藩込みを形成していることが明かとなった．

噸･南側の断層はそれぞれ,上涯沖北断層･上涯沖南
断層と命名された．音波探査記録から見積もった上涯沖

北断層の平均垂直変位速度は，2．03mm/yであり，他地

域の中央撫遥線に比べ一桁大きい.このことは,完新世
においても断層活動が活発に繰り返誉れていることを示

している．

著者らは，この海域におけるより正確な断層の分布と

形態を明かにするために，さらに饒細な音波探壷を続け

た．また，断層による地溝の発達過程を解明するため，

地溝の北側・中央・南側でピストンコアリングを行い，

＠ 3．伊予認における中央構造録

伊予灘全域にわたる音波探査は諸方(1975)や四国遮力

株式会社(1984)によってなされ,双海町上涯沖から海岸

線にほぼ平行に，九州にまで達する断層群が確盟きれて

いる．付近の陸上には中央椴造線に相当する断層力蝿あ

たらないことや，断層群の位置と走向から考えて，この

断層群が中央栂造級である可能性が高い．

四国遮力株式会社(1984)の断層分布図(第1図)による

と，長さ10km以下の20本の断層瓶ほぼNE方向に雁行

して，佐田岬先鎧にまで分布する．その西方延長にあた

る別府湾には，完新世における活動を明瞭に示す別府湾

海底活断層群(森山・日高，1981；島崎ほか，1986；山

口・小j11,1991)が知られており，中部九州における正

断層群の東蝋となっている．これゆえ，伊予漣における

中央栂造線の研究は,九州の活擢造全体を飴詮する上で

その試料を分析・対比した．
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第1図．伊予髭に分布する活断層．（四国砿力株式会社，1984を簡謝上）
海岸線とほほ平行に，長さ10km以下の20本の断層力弱布する．
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運動力辱想きれる．この左雁行配列は，右披ずれ運動が

未～半固結堆祇物中に反映されたものであろう．

堤ほか(1990)の見いだした地溝状の落込みは，双海町

上涯から本谷の沖合い約1.5kmに，長き約3km,"300

-500m,NE-SW方向に細長く分布する．北・南の断層

による崖は海流による侵食・堆蔽作用によりなだらかな

斜面となっている瀧今なお中央部が北側で最大4m,

南側で最大2.5m落ち込んでいる．この地形は典型的な

断層凹地である．中央癬造線に沿った同規模の断層凹地

の存在は,父尾断層上(穂島県板野郡土成町)でも報告さ

れている(Kaneko,1966;須鎗ほか,1968;岡田,1970).

父尾断層は，走向ENE,長さ22km,活動度A級であり，

右横ずれ変位が各所で淫められている．ここでの断層凹

地は，父尾断層が土成町西原付近で2つに分岐し，断層．

にはきまれた部分力蝿50～1COmにわたり約6m陥没して

いる．双海町沖の断層凹地も，上涯沖北断層から南断層．

が分岐することにより中央部が陥没しているようにみえ

る．このように，この2つの断層凹地は，形成場(活動

度A級の右横ずれ断層上)や形態が酷似しており，同棟

な発達過程をたどっている可能性が高い．このような断

層凹地は栂造性堆積盆地であり，より大規模なプルア

パートペイスンに発達する可能性もある．これゆえ，断

層凹地の発達過程を知ることは，地域の栂造地質や地形

発達を鐙ずる上でも重要といえよう．

伊予断層が双海町沖まで延長しているならばb陸上と

同じ走向で海岸録とほほ平行に，陸からlkm以内の海

域を通過するはずである．この海域には音騨基慾(砂礫

層または洪秋届相当)が海底に露出しており，級やかな

斜面のまま陸上まで続いている．この音靭基鍵に変位地

形は観察されない．完新世における活動があるならI蕊

陸上ほど侵食力弛まないので，音騨塞醒に変位力狸めら

れるはずである．このことから，双海町沖まで伊予断層

が延長していても，その延長部は完新世において活動を

していないと考えられる．

伊予郡双海町沖における断層の分布と形憩

1．音波探査の方法

音波探査は1990年11月末と翌1991年1月中旬の2回，

双海町上涯港を基地にして行った．鯛壷海域は，伊予市

南西部の森山から双海町本谷にかけての沖合い約3km

までの範囲である．船の位殴は，陸上2点からの三角測

量により決定した．従来報告されている断層の走向がほ

I$NEであるため，測線はそれと直交する方向NW-SE

にとった.11月末の溺査では測線間隔力瑚"m前後となっ

た瓶この間隔では，断層の連続性を判断することが困

難であった．したがって，再溺査の際には測綴間隔を

200～300mにとり，特に，断層の連続性を陰ずるために

璽要である断層末鋸部では，苔らに間隔を酷めた．これ

により，正確な断層分布力朔かとなった．

なお，鯛査に用いた音波探壷機は，堤ほか(1990)が用

いた海上遜擬(株)製SP-3W改良型地層探壷機(磁歪ソ

ノプロープ)である．この音波探査機はスパーカーやエ

アガンに比べ発握エネルギーこそ小きい狐細粒砂以下

の粒子からなる来園結堆稜物の栂造を騒大深度別mまで

観察すること力呵能である．また，使用する周波数が比

較的高い(通儀4～8kIIZ;5kHzの波長は30cm)た
め解像度は格段によく，完新世における堆積物の椴造を

酸麓するには最適な援器といえる．

2．断層の分布

鬮壷測線と，確麗された断層の位腫を第2図に示す．

堤ほか(19卯)の示した上涯沖北・南断層の東方に，沖菰

層を変位させている未知の2つの断層を砿鯉した．その

うち北に分布する断層を4銅沖北断層，南に分布する断

層を小網沖南断層とする．

上涯沖北･南断層は．当初その活発な活動性から，伊

予断層の南西延長と思われた．しかし，この断層は直接

陸上にまで延長せず，小網沖北・南断層へ雁行状に引き

継がれ，双海町高野jllの瀧西沖約1.5kmの地点で消滅す

る．その連綴方向から，これら一連の断層群が郡中断層

の南西延長部とも考えられる．しかし，この海底の断層

群が完新世において活発に活動を繰り返しているのに対

し，郡中断層には地形的変位すら混められていない．同

一の断暦にしては陸上部と海底部とで活動の様子力喫な

りすぎており，これら一連の活断層群と郡中断層とは区

別して考えたほうがよい．

2対の断層(小網沖北・南断層と上濫沖北・南断層)は

左雁行に配列する．伊予断層が右横ずれ巡勤を示すこと

から，その西方に位瞳する双海町沖の断層群にも同様な

3．断層の形態

音波探査の基本的原理は，音響インピーダンスが変化

する面(音雰反射面)で生じる反射波を配録することであ

る．一般に断層は，この記録(音響断面)上に反射面のく

い連いとして表現きれる．そして，このくい違いから断

層の垂直変位魁を見祇もることができる．また，この海
域の音靭断面には,海底面と音哩基鰹との間に鬼界アカ
ホヤ火山灰層(ピストンコア拭料により確鯉，以後

K-Ahと略す)の明瞭な反射面力噌遍的に分布しており，

この反射面から，同一時岡面における変位量分布や平均

一守
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このためである．つまり,”横ずれ断層'1吟”引きずり

込み構造'’は必ずしも成り立たないが恩”引きずり込み

総萱'，今'，被ずれ断扇”は成り立つといえる．

上記の轄異な反射面と捗造から，双海町沖の断層の形

態について記載する．

（1）小網沖北断層(第5図Profilel,以後Pr.)

（走向NE,傾斜SE,長き約1km)

断層は5地点で確認された．西側3地点において，

K-Ahの垂直変位はほとんど認められず，横ずれ断畷に

特徴的な”引きずり込み秘造”のみ観察きれる．東側2

地点でもこの椛造が観察でき，さらに'K-Ahも約15nl

変位させている(第4図1).''引きずり込み樅造''は西

方ぼど明職である．

（2）小網沖南断層(第5図Pr.1)

（走向EW～NE,傾斜S～SE,長き約1.8kin)

断層は6地点で確認された．南東方向へ弧を描くよう

に分布する.K-Ahは1～2In変位しており，西方ほど

幾分大きい垂直変位を示す(第4図2)なお,”引きず

り込み雛造”は観察されない．

（3）上瀧沖北断層

（走向EW～NE,傾斜S～SE,長芭4.5km以上）

断層は東側から約4.5kmまで追跡したが，西端までは

確認していない.その活動形態陰場所により異なるため，

東からA～Dの4区間に分けて記述する．

区間A.垂直変位の大きい区間(菫5図Pr.2)

東端から約1.5kmの区間．北壷方向へ幾分ふくらんだ

弓形分布を示す.K-Ahの垂直変位量は5～7mを示し，

東方ほど大きくなる傾向がある(第4図3のA).どの断

面においても”引きずり込み識造”は観察されない．

区IMB.垂直変位が西へ減少する区間(第5図Pr.3)

区間Aに西隣する約2kInの区間K-Ahの垂直変位

愛は，東境界付近で約11mを示し，西方に向かうにつれ

減少し，西境界付近で約2mとなる(第4図3のB).*

た，すべての断面において,”引きずり込み織造”が観

察され，これは西方ほど明艫となる．

区間C.垂直変位が認められない区間(第6図Pr.11,5)

区間Bに西隣する1km弱の区侭K-Ahの垂直変位は

ほとんど認められず(第4図3のc),断届は”引きずり

込み講造'，として観察される．第6図P1･.5において，

K-Ahの下位にこれと同程度明瞭な反射面を観察するこ

とができる．この反射面とK-Ahの間の鰯厚は,i祈隔を
挟んで北側で約6.5nl,南側で約8.51nと急変するこれは，

この臓が職ずれ|脈屑により切断ぎれ，北と南のブロツク

カ坂対方向に移動したために，同一層中の異なった瞬厚

部分が接したためと考えられる．

垂直変位速度を見談もることも可能である．

一般に，音波探査のみから断層の,恢ずれ変位麓を見積

もることはできない．しかし，反射面が断鰯両側から下

方に向かって引きずり込まれるようにたわんでいるなら

ば，その断屑は横ずれ成分を伴うと推測される(今泉ほ
か，1987ウ第3図>第3図の断廟断面において，反射

面は下方への引きずり込みにより連続性を断たれてい

る．しかし，垂直変位はほとんど魂められないこの”

引きずり込み維造”をl師届の_'二下遮帥のみから説明する

ことは閲難である．恐らく，横ずれ巡励に伴い，岩総の

断厨而にI捌口が生じ，そのため，‐上位の来～半間諾の堆

菰物が落ち込んだためと解釈される．同様な柵造は，陸

上における職ずれ断雇の|､レンチ綱壷でも観察すること

ができる(糸静線発掘調査研究グループ,1988i第3次

丹那断層発掘鯛査研究グループ，1988)．ただし，横ず

れ断層であっても，断層而の開口が生じなければ，この

椛造は形成ぎれない．糊ずれ断照のトレンチ澗在におい

て,''引きずり込み椛造”が必ずしも観察されないのは
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区間D・垂直変位力吹きくなる区間(第6図Pr.6)

確潔きれた断層の西鍋付近.K-Ahの垂直変位量は，

再び大きな値，約12mを示す(第4図3のD)．さらに，こ

の断面では”引きずり込み櫛造”も微弱ではある力報察

することができ，東騨のc区間の影辱を受けていると
考えられる．

（4）上瀝沖南断層

（走向NED傾斜NW,長さ約3km)

南東方向に若干弧を描くように分布．穂腿した断層断

面のうち東側2地点において,K-Ahは変位しておらず，

音響基鍵にのみ約3mの垂直変位力趣められる（第5図

Pr.2).しかし，それより西側のすべての断面で,K-Ah

は断層により13～3m変位しており(第5mPr.3,第6

図Pr.4)．束から西に向かって垂直変位量の減少傾向が

鰹められる(第4図4)"．引きずり込み構造”はどの断

面においても観察されない．

4．断層形鰻に関する考察

前述したように,”引きずり込み栂造"力秘められる
なら職横ずれ変位を伴うと考えられる．つまり，上濫

沖北断層の区間B以西や小網沖北断層は横ずれ変位を

伴った断層である．そのうち，特に，垂直変位の小さい

箇所，小網沖北断層の西半分や上濫沖北断層の区岡C

付近では横ずれ変位が卓起している．これらの断層分布

は直綴状となっており，陸上の横ずれ断層の分布と鯛和

的である．

一方,画引きずり込み栂造"の麗められない断層斌即，

横ずれ変位がない，または，少ないということを窓味す

るわけではない．しかし，この地域に分布する断層にお

いて，この栂造力軽められない箇所(上涯沖北断層の区

間Aや上溌沖南断層，4鋼沖南断層)は，断層線が弧を

描くように湾曲している．湾曲した断層が大きな樹ずれ

変位を伴うとは考えにくい．よって，これらの断層｡は垂

直変位の卓越した断層であろう．

上涯沖北断層は変位形惑は,次のようにまとめられる．

区間A・垂直成分力悼越

区間B.垂直成分に。横ずれ成分も伴われる

区間C・横ずれ成分のみの変位

区間D.横ずれ成分に，再び垂直変位力畔われる

このように，讃ずれ・垂直成分の組み合せにより，1

つの断層でも複数の変位形態をかねそなえる．

上灘沖北断層において，区間B以西では検ずれ変位

を伴い，一部では横ずれ変位力嘩越する．しかし，北東

部(区間A)で断層鐘は東方へ屈曲し，垂直変位の卓越

する正断層を形成する．この正断層が形成されるには，

断層南側のブロックが相対的に南西方向に移動しなけれ

ばならない.つまり，上濫沖北断層は右頓ずれ変位を伴
う断層であり，区間Aの南落ちの変位は右識ずれ変位
に伴った見かけの変位である．

上溌沖北断層の変位様式は右横ずれ成分を伴い，ざら

に，4網沖北・南断層と上涯沖北・南断層が左雁行に配

列する。つまり，中央栂造線に沿った第四紀後半からの

右横ずれ運動は完新世においても縫続していると判断さ

れる．

上澱沖北・南断厨の活勵履歴の解醗

断層活動の解既は，目的により様々な時間的オーダー

で鯛壷・研究されている．そのうち，地震の長期予知に

役立つものは主にトレンチ鯛蚕により進められている．

この鯛査方法は,陸上蝿において現在最も有効な手段
であり，国内でも多くの報告事例がある．しかし，この

手法を海底活断層にそのまま適用することは非常に困難

であり，別の鯛査方法をとらざるをえない．

錐者らは音波探査とピストンコアリングを併用するこ

とによって，海底活断層の活勤の解読を行った．以下に

その鯛査方法の概要を述べる．

屋初に，音波探査により断層の誕定と断層断面の観察

を行う．トレンチ鯛交のように，直接それを人間の目や

手で観察することはできないがb任意の断面を,容易に，

幾面でも得ることができる．また，音響断面は微妙な物

性の変化を配録しており，肉眼では淫めにくい栂造をも

観察することができる．ただし，音波採壷からは反射面

の断層変位が判明するだけで，活動時期が特定できる眼

ではない．

断層活動の時期や，その礎の垂直変位避を解観するに

は，断層を挟んだ2地点で連続コア試料を採取し，その

2本の賦料を鮮細に鋪.対比する必要がある.なぜな
らばb対比面から算出された変位量の急変する場所が断

層活動時の堆積面(以後，イベントとする)と推定きれる

からである(島崎ほか，1986)．ただし,使用するコア試

料は可能なかぎり堆積していた状悪のままで採取しなく

てはならない.採取作業中の賦料の欠落･圧縮．乱れな

どは，断層活動の解饒に大きな譲差を生じてしまう．こ

の理想的な試料を得るために著者らはピストンコアリン

グを行った．ピストンコアリングはボーリングに比べ，

安価で短時間に賦料を採取でき，また，欠落・圧縮．乱

れなどをほとんど伴わない連続したコア試料を得ること

が可能である．イベントの年代は，コア蔵料中に含まれ

る石灰質化石(貝・ウニ類など)の鯉c年代測定によって

決定する．
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第.7図．上瀧沖の断層凹地を横切る音聯断面(上:白抜きは,コアリング地点と採取した堆識物の深度を示す.コアリ
ング地点は策2図を参照)とそれから確認すあことのできる反射面による対比(下ha,g,i面はそれぞれ,海底面K-Ah,
音響些盤上面に相当）
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反射面から推定することのできるイベントの位置には，

まだかなりの層厚，つまり時間幅がある．地震の長期予

知に役立てるには，その時間輻を可能な限り短くしなく

てはならず，きらに鮮細な対比が必要である．そのため

著者らはピストンコア賦料による対比を行った．

なお，この手法で判明する変位丑は垂直成分のみであ

り，以後の変位最とは垂直変位量を示す・

1．音響反射面による対比

上漣沖の断層凹地に閲して，反射面による対比が比較
的容易な音響断面を第7図に示す．海底面は，上溌沖南
断層で3.4m,北断層で1.4mの変位を残しており，かな

り新い時期の活動が予想誉れる．海底面,K･Ah,音
響基盤に相当する強い反射面の他にも，断層を挟んで両
側に追跡することのできる多くの反射面力極察される．
これらの反射面を上位よりa－i面(a面は海底面｡g面

はKAh,i面は音轡基錠上面)とし，上溌沖北・南断層
について変位通を叶測した(第1表)．ちなみに，堤ほか

(1”0)の第7図でも，同じ断面を用いて同様な見種りを
試みている．しかし，多趣反射を対比面として扱ってい

るなどのミスがあったため，本賎では，再計測した．各

反射面の変位量は上位に向かって徐々 に小きくなるので

はなく，数面にわたって変位魁のほぼ等しい部分と，変

位鉦の急変する郁分が存在する．このことは,変位量が､

連続的でなく間欠的に累積していることを示している．

この場合，地層が連続的に堆蔽し，また，侵食作用が少
ないなら賎断層変位量が急変する面がイベントである

と考えられる．つまり，音専断面から推定される上潅沖

南断層のイベントはa面とb面の間9C面と。面の間，

h面とi面の間であり，また，上涯沖北断層のイベント

はa面とd面の間である．ざらにh面とi面との間にも

イベントが存在するかもしれない。しかしながら，音響

2．ピストンコア賦料による対比

コアリングは，1990年6月，翌年1991年6月の2回に

熟無欝難澱撫繊。
アリング地点は，第7図の音騨断面付近において，断層

凹地の南側(KM-1),中央(KM2),北側(KM-3)の3地

点である(第2図)．得られたコア践料の長きは,KM-1

が670cm,KM-2が1"Ocm,KM-3が89kmであり，コア

の直径は8cmある．上湿沖南断層に閲してはKM-1と
KM-2を対比することによって，また，上涯沖北断層は

KM-2とKM-3を対比することによ◎てイベント位腫を

決定した.対比方法は，（1）コア記戦による対比，（2）

帯磁率による対比，(3)租粒成分の櫛成逓比による対比

を行った．

（1）コア混載による対比

コア試料を細いステンレスワイヤーを用いて半円柱状

に切断し，切断面を肉眼で観察・混戦した．なお，切断

面上のワイヤーによる堆種物の乱れは，水をスプレーす

ることにより洗い流した．

擬磯鯨謹霊麓蕊瀞蕊。
射面に対応するような栂造や層理面は肉眼では観察され

ない．上位に向かうにつれシルト～細粒砂を多く含み，

また，下位では火山ガラスが多く含まれる．この火山ガ

ラスは,屈折率測定の結果,鬼界アカホヤ火山灰(K･Ah)

と同定きれた.これらの含有物は漸移的に変化している．

ただし，各コア試料の上部(KM-1の深度"～40cm,

KM-2の深度卯~210cm,KM-3の深度30~60cm付近)に
は，貝・ウニ殻の比較的密集する箇所が存在する．これ

らは同一層準であると考えられる城境界が不明瞭なた

め，はっきりした対比面として盟定することはむずかし
い．

(2)帯磁率による対比

帯磁率はコア試料を2cm毎に連続して測定した．第

9図に帯磁率の垂直変化を示す．

各コア試料の一般的な値は12(×10-誼.1.,以後単位

省略)前後であるがbKM-1の深度"m,KM-2の深度

60cm,KM-2の深度30cmに40～50を示すピークが忠め
られる．これらのピークを同一対比面とし；この対比面

(了

運ノ

第1表・鱗7図から計測した，上涯沖北･南断層におけ
る各反射面の累顎垂直変位量．
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第8図．ピストンコア資料の模式柱状図．
堆菰物は，暗緑灰色の砂質粘土から禰成きれる． 各コア試料の上部には，貝・ウニ類が密集する．

『

）
目安にすると，その値を切る層準は,KM-1で深度70cm,

KM-2で深度500cm,KM-3で深度1"cmである．この層

準(第9図における破線の対比面)が同一のものと仮定し

たならば変位趾は，上涯沖南断層で約770cm｡上灘沖

北断層で約54@emとなり‘両断層に閲して，この対比面

とM面との間に変位丑の急変する層準が見いだされる．

つまり，かなりの洩い届準にイベントが存在するように
思える.ただし,この破綴の対比面は大まかな見祇りで
あり，あくまでも目安にすぎない．

（3）粗粒成分の栂成量比による対比

堆積物は械々 な成分の組み合せで栂成されており，そ

の構成量比は時間経過(堆祇層準)とともに変化する．こ

こでは，視浬しやすい粗粒な栂成成分の避比変化から，

対比を行った．

をM面とする.M面の変位量は上漣沖南断層で370cm,

上涯沖北断層で170cmでありpa面(海底面)の変位丑と

ほぼ同値である．しかし，上涯沖南断層におけるb面の

変位量は700cm,また，上涯沖北断層におけるd面の変

位牡は820Cmであり，それぞれM面との間に変位の急変

する層準力哩められる．つまり，上羅沖南断層のイベン

トはM面とb面の間に，上溌沖北断層のイペントはM

面とd面の間に雛する：
一方,KM-1とKM-3において，ピーク以深の値は12

前後に急減し,その後はほぼ同値かやや小きな値をとる．

しかし,KM-2では,15-20にまで急減するものの,12

前後に;まで減少する深度は6m以深である．ここで，か

なり穣算的ではあるがbこの変化の相違から対比面の大

まかな見積りを蔑みた・12より幾分大きな値である15を
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粗粒成分の抽出処理は次の1～4の手顛にしたがっ

た．

1.コア撰料を10cm間隔で轄切りにし，長き10cmの分

析用賦料を作成する．

2.賦料を#"o(測豚)のブルイの上におき，弱い水流
（シャワー)で洗浄する．

3.験料が完全に分薩したら，フルイに残った粗粒な成

分を乾燥させる．

4.きらに，この成分を＃”(210漢)のフルイにかけ，
貝殻・ウニ殻・木片などを取り除く．

この作業によって得られた粒径74～210浜の粗粒成分
を実体顕微鏡下で観察し，それぞれの成分の撫成遼比を

パーセント表示した．この値は肉眼観察により決定して

いるため，士数％の誤差を生じてしまう．しかし，変化

パターンの急激な増減をもとに対比を行え感その娯差

はさして問題にならない．

鏡下では10種類近くの成分が観察できた城a)岩片

(主に石英や雲母),b)火山カラス(KPAh),c)珪藻

の3成分が全体の90％以上を占めている．それ以外の成

分は，残り10％以内で変化しており，対比に有効な急激

な変化は得られなかった．以下に，主要な3成分の垂直

量比変化と対比について述べる．

a)岩片量比の垂直変化と対比

第10図に岩片避比の垂直変化を示す．上位から下位に

向かって鉦比の滅少傾向力狸められる．その減少傾向を

細かに見てみると,KM-1,3とKM-2の間には明かに

変化パターンの相違力蝿められる.KM-1,3は段上位

で95％を占めている狐KM-1の深度60cm,KM-3の深

度100cmにかけて急減し，一度50%を割り込む．それよ

り深部では，10～30％の増減を繰り返しながら，全体と

して減少する．これに対してKM-2では，最上位で98%

を占めている狐下位に向かっての減少傾向はKM-1,

3に比べ鯉やかである．深度400cmから急減喝深度

4.3mで50%を一度割り込む.それより下位での減少傾
向は,KM-1,3と同様に,10～30%の増減を繰り返し

ながら次第に減少する．

ー度50％を割り込む層準,つまり,KML1の深度60cm,

KM-2の深度40cm,KM-3の深度1"cmは同一面として

対比可能であろう．この対比面をR面とする．R面の断

層変位丑は上涯沖南断層で710Cm,上涯沖北断層で

47kmである．上澄沖南断層において,R面とb面の変
位量はほぼ同値である城R面とa面との間に変位の急

変が埋められる．つまり,KM-1の深度0～60cmの層準

にイベントが存在する．また，上溌沖北断層において，

a面とR面との間に変位の急変が翌められろ．つまり，

一'一・弛みq■－－■｡●aー今ロー寺一一一二一一一-三

昇・中村俊夫・宮武隆・前杢英明・堤浩之

KM-3の深度0～100cmの層準にイベントが存在する．き

らに,R面と。面の間にも変位の急変力趣められること

から,K・Ah堆種後に少なくとも2回のイベントが予想
きれる．

b)火山ガラス避比の垂直変化と対比

第11図に火山ガラス量比の垂直変化を示す.K･Ahの

深度は,KM-1で深度叢11140cm,KM"2で深鴎灼172"m,

KM-3で深度約10Mmであり，残念ながら本辮ではこ

駕辮義藤護霊臘ぁ鰯雲”
占めており，表層近くでも微温:ながら観察される．これ

らの火山ガラスは再堆積したものであり，下位から上位

に向けての量比の減少傾向が囲められる．

表層から下位に向かって，各コア試料の逓比の変化を

みてみる．KM-1,3は最上位で10%以下であるがb

KM-1の深度60cm,KM-3の深度lOOcmに向かって急墹

し，一度50％を越える．これに対し,KM-2では級やか

に増加し，深度430mでようやく50％を越える．この変

化から,KM-1の深度60cm,KM-2の深匪430cm,KM-3

の深度100cmは同一面として対比可能である．この対比

面をVl面とする.V1面の上溌沖南断層における蕊位畳

は710cm,上涯沖北断層における変位謎は470cmである．

ちなみに,V1面はR面と同一面である．

V1面より下位の変化は，各コア武科とも10～釦％の

墹減を繰り返しながら，全体として徐々 に増加する．し

かし,KM-1の深度490cm,KM-2の深度8Mcm,KM-3

の譲度5鼠0値"の層準で急激な減少力狸められろ.この層＃
準は同一のものと考えられ，この対比面をVZ面とする．

上涯沖南断層におけるVZ面の変位量は730cmであり，

V1面,b",c面の変位量とほぼ等しい，また,上濫沖

北断層におけるVz面の変位量は47kmであり,V】面の

変位通と等しい.つまり，両断層とも,V1面とV2面の
間にイベントは存在しない．

KM-1とKM-2において,Vz面以深の変化パターンは

互いに似ており，少なくとも,KM-1の深度600cmまで

に変位量の急変はない‘ここで,KM-1の深度6"℃、と

KM-2の深度10"Fmを対比面V3とする．しかしDKM-1

の深函50cmに位腫する。面は870cm変位しており,VS

面と。面との間，つまり,KM-1の深庇600cm～だOcm

の間にイベントが存在する．また,KM-2とKM-3にお

いて,VZ面以深の変化パターンは明かに異なっており，

さらに,KM-3の深度600cmに位低する。面が82"m変

位している．つまり,Vz面と。面の間に変位の急変が

型められ.KM-3の深度550～60kmの層準にイベントが

存在する．

一ー伊一毎ウー●■一一 一●幹
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c)珪藻量此の垂直変化と対比

第12図に珪藻の垂直逓比変化を示す．各コア誤科とも

高い:畦比は下位に集中しており，上位には対比可能な急

激な変化は見いだせない．上位から下位に向かって量比

の変化を見てみる．

KM-1,3の上位では,10%前後の地減を繰り返しな

がら，数％から徐々に20～30%まで墹加してゆく．

KM-1の深度490cm,KM-3の深鹿55"mでは急激に増加

し，大きなピークが表れる．KM-2において，これに相

当する急激な増加は深度880cmに腿められる．この対比

面をD1面とする.D1面の上澱沖南断層における変位は

710”，上濫沖北断層における変位は470”である．ち

なみに,Dl面はV@面と同一面である．

KM-1とKM-2において,D』面以深の変化パターンは

互いによく似ており,KM-1の深度540cm,600cmはそ

れぞれKM-2の深度930cm,1020cmに対比されると考え

られる．KM-1の深度600cmとKMP2の深度1020cmを対

比面Dzとする．これはV3面と同一面である．これらの

対比面の変位逓は,b"c面,Dl面の変位量とほぼ等

しく,KM-1の深度22nem～6COcmの間にイベントは存

在しないと考えられる．しかし0KM-1の深度75Wmに

位世する。面は師0cm蜜位しており，恥面と。面の間，

つまり，深度600～750cmの間の層準にイベントカ狸め

られる．

また,KM-3において,D1面のわずか"cm下位に位

魁する。面は870cm変位しており,DX面と。面の間には

変位の急変が鰹められる．つまり,KM-3の課渡550~

600cmの層準にイベントが存在する．

3．対比結果とイベントの深度

以上の分析により得られた対比面を重ね合わせると第

13図になる．その結果，イベントは上涯沖北・南断層で

それぞれ2回ずつ捕らえられた．

（1）上溌沖南断層におけるイベント・

上位のイベントはKM-1の深度30～"cmの層準であ

る．これは,M面とR・V1面における変位の急変によ

り求められた．変位量は71cmであり，海底面は現在で

も比高34"mの変位地形を残している．ざらにDV3．D2

面と。面の間に変位量160cmのイベントが存在する．そ

の層準はKM-1の深度6"～750cmの間であろうと推定

きれる狐コア試料が短いため,これ以上に層厚(時岡輻）

を臆めることはできない．

(2)．上涯沖北断層におけるイベント

上位のイベントはKM-3の深度30～1"cmの層準であ

る．これはoM面とR・V1面における変位の急変によ

－1■■一一一p●告一・一

り求められた．変位堂は470cmであり，海底面は現在で

も比高140cmの変位地形を残している．ざらに，KM字3

の深度550～6"cmの層準にもイベントを砿鹿した．こ

れは,V2．D1面とd面における変位の急変により求め

られた．変位量は35"mである．ただし,d面の深度は

音響断面により見積もったものであり，正確なイベント

の深度や変位鉦はこれより多少上下するかもしれない．

上潅沖北・南断層における上位のイベントはM面と

R･V1面の間の層準であり，また，それ以前のイベント

はVZ･D1面と。面の問の層準である．つまり，両断層

の最近2回のイベントがそれぞれほぼ同層準に存在して

おり，断層活動がほぼ同時であったことを示している．

また,KM-1,2において鹿められた。面と:VS･Dz面の

間の堆積物は,KM=3には存在しない．これは，上滋沖

北断層の活動による海底面の変形がダムとなり，陸上か

らの堆積物をせき止めたためと考えられる．

4.14C法による年代測定

断厨活動の時期を求めるため,各コアに含まれる貝・
ウニ殻を用いて,14C年代測定を行った．測定方法には，

メタノール液体シンチレーション法と，タンデトロン加

速器質遼分析計を用いた測定を行い，卸3蝿の年代を

決定した．

(1)"C年代と堆積速度

叩c年代が得られない場合，イベントの年代はK.

Ahからの平均堆頑速度(K・Ahの深度/K.Ahの堆積年代）

から逆算して求めざるをえない．この方法は堆讃速度が

一定という仮定に基づいている．しかし,14C年代測定

‘の結果，少なくとも本鯛査海域についてはこの仮定力城

り立っていないこと力剰明した．

年代測定試料のサンプリング層準と得られた14C年代

を第2表にbそれをプロットしたグラフを第14図に示す．

年代測定密度が高いKM-1をみてみると,-5"Oy頃を

境として堆積速度の急変が醒められる．-5"Oy以前の

堆積速度は少なくとも-60cOy頃までほぼ一定であり，

その平均速度は約5mm/yである．この期間に粘土が堆

稜している．一方,-5""以降では平均堆穣速度約

0.09mm/yと急減しており，細粒砂力錐稜している．急

変時期となっている-5000y頃は縄文海進高頂期と一致

しており，海水準の変動に伴い，堆菰環境が急変したこ

とを示唆している．

(2)上潅沖北・南断層の活動時期

上潅沖北・南断層におけるイベントの位腫と14C年代

測定値の関係を第15図に示す．14C年代は対比面と鯛和

的であり，対比面の漣定になんら問題がなっかたことを
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第13図.対比により推定されたイベントの存在する層準(波破總部)．
M,R,V,-30D1~2は，それぞれ，帯磁率，岩片，火山ガラス，珪藻による対比面．a，
反射面による対比(第7図を参照)．

b,c,dは音響姉菌の

するにもかかわらず,KM-2でのみ，166cmの堆菰物(深

度363～197cm)力瞬時に堆積している．これは，断層に

よる中央部の陥没が生じ，そこに堆祇物が急激に流れ込

んだためと考えられる．つまり，上位のイベントの年代

は勘4"0年前ということになる．
それ以前のイベントは。面形成以後,VS．Dz面また

はV2･Dl面形成以前である．V3．D2面やV2･D1面は

断層活動による断差を埋めた堆積物と考えられる．これ

らの面付近の14C年代は,-6080"29W,-6110i80y,

鉦明している．これらのデータから断層活動の時期を醜

み取る．

上位のイベントに関係する14C年代は,4賦料によっ

て得られた．これらの年代は，上位のイベントの存在す

る層準が-2660y(±130)から-4170y(*180)の約1500年

間に堆祇したことを竃味している．ここで注童すべき点

は,KM-2において,ほぼ等しい値を示す2つの汎C年代，
-4170y(1180),-3940y(ilOO)が得られたことである．

前述したように,-5000)y頃を境として堆菰速度が急減

ロ
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-6290fl20yと近似した値であり，ほぼ緯6200yである．

よって,一方のイベントの年代は約62"年前となる．

4“0年前以降の活動については，堆穣速麗力漣いため

解餓不可能である，しかし，活動間隔が約2000年である

ことから考えると,上位のイベントの変位量(上灘沖北・

南断層において，それぞれ,4.7m,7.1m)は2回の活動

による累積変位量である可能生力塙い、最近2回の活動

の変位避が等しいと仮定すれ侭上灘沖北断層で2.4m

づつ，上潅沖南断層で3.6mづつとなる．

上涯沖北断層での過去3回の変位湿は3m前後(2.4m@

3.5m)を示しているのに対し，上瀧沖南断層では，変位

盆のばらつき(3.6m,1.6m)力裡められる，しかし,3

回の活動による累積変位量は,上涯沖北･南断層はそれ

ぞれ，8.2m,8.7mであり，ほぼ等しい．

活動間隔や，歴史時代に活動の記録がないことを考恵

すると,最新の活動時期I"2ooo年程度前であろうと思
われる．

また，－6釦吋以前の断層活動の時期については，今

回取り扱ったコア試料からは解醗することはできない．

ただし，音尋断面において,K･Ahと音尋基鍾との間に

変位の急変が囲められることから，完新世において，ざ

らに，あと1回の活動があったであろう．

第2表.各コア韓中に含まれる石灰質化石の深度と
14C年代．
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第15図．イベントの層準と14C年代．
各コアの右側の値は，石灰質化石の深度と14C年代を示す．いずれの年代も対比面と矛盾しない.対比面は第13
図参照．これらの年代から，上涯沖北・南断層の活動噸mは，約4“0年前と約6200年前と推定される.．

5．上謹沖断層凹地の形成過程

以上の結果から,上渥沖の断層凹地の発達過程は次の
ように考えられる.、

右横ずれ変位の卓越する断層(上潅沖北断層)と，それ

から分岐する垂直変位の卓越する断層(上涯沖南断層)が

同時に活動することにより，中央部の陥没力挫じた．凹

地の両側の断層は常に同程度ずつ変位しているわけでは

なく，右横ずれ褒位の卓越する断層力蛎ほ均等な変位錘

を累積きせているのに対し，垂直変位の卓越する断層は

1回の変位丑にばらつきがある．しかし，累菰変位趾は

ほぼ等しく，右横ずれ蜜位の卓越する断層の活勘に付随

して，垂直変位の卓越する断層が副次的に活動している

ようにみえる．
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の鑑定と】4C年代が用いられた．Okada(1989)やO"da

elal.(1991)では,平均活動間隔を1"0年前後,もしくは，
それより少し長い程度としている．

四国における中央栂造鶴の完新世活勵特性廉価

中央撫造線陸上断層の活鋤履歴の解醗は，トレンチ鯛

査により進められている．現在までに，鯛壷対象となっ

た断層は，岡村断層(愛媛県西条地区)，父尾断層(徳島

県市場・土成地区)であり，そのおおまかな活動時期が

判明している.それらの結果と,今回得られた上濫沖北・

南断層の活動時期を比較し，四国における中央構造線の

活勤特性について考察する，ここでは，それぞれの断層

における活動時期を，新しいものから順に,K】~､上涯

沖北・南断層),01－2(岡村断層),C,-.2(父尾断層)とす
る．

2．父尾断層の話鋤時期

1990年から現在までに，断層鎮上の4ヶ所で調査が行

われたがbはっきりした活動時期は不明である．今のと

ころ報告されている時期は，15世紀以降(cl)と-2250y

以降(C2)であり,Clは1596年慶長地震の可能性がある

(岡田ほか，1991)．．（

3．断届活動の特性爵価

中央栂造線の最新の活動時期は‘四国東部(父尾断層)，

中央部(岡村断層)，西部(上涯沖北･南断層)において見

稜もられた(郷6図)．この3断層の活動間隔は2000年前

後に集中している．しかし，これらの断層活動に同時性

は翌められない．つまり，断層系が幾つかの(少なくと

も3つの)領域に分かれ，それぞれの領域が約”0年間

隔で活動を繰り返していると考えられる．

また，活動領域狐K2－a－Q,KエーO1-C1と，西

●

1．岡村断層の活励時期

1984,88年に断層線上の3ヶ所で溺査が行われ，過去

2回の活動時期が推定きれている(TButsumiet

al.01991;Okada81aL,1991).

最新の活動(o,)は8世紀早期〈または,-1220~

-1700y)にあり，また，それ以前の活動(α)は-3250~

-2820yに発生した．年代示標には，それぞれ，土蕃片

I
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卿6図．中央栂造線活断層系上潅沖北･南断層，岡村断層，父尾断層の活動時期・
各断層とも約2000年間隔で活動を繰り返しているが，それらに同時性は囲められない・岡村断層の活動時期は，
tSutsumiej@l.(1991)とOkmdagldj.(1991),父尾断層の活動時期は，岡田ほか(1991)による．中央椴造線の分
布は活断層研究会(1991)による．
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小jM光明・岡村英・島崎邦彦・中田高・千田昇・中村俊夫･宮武隆・前杢英明・堤浩之96

から東へ移動しているようにみえ，中央栂造線は活動領

域移動断層である可能性がある．しかし，3領域だけの

活動では関連性ははっきりせず,Oz-KI,Q-Olと，

東から西へ移勤しているのかもしれない．このことに関

する賎箇には，苔らに多くの断層で調壷・研究が必要で

ある．ちなみに，断層活動の平均移動速度は0,1kmん程

度であり侮他の移動性活動断層の速度10～肥okm/y(笠

原,1978)と比べ，一桁以上小嘗なオーダーである．

まとめ

については東京大学海洋研究所村山雅史氏にお願いし

た．音波探査実施の際には,早川康僧氏の本研究へのご

理解と溺査船提供があった，また，ピストンコアリング

実施の際には,上溌漁業共同忽合の方々 や,高知大学や
東京大学の学生・院生諸氏の御協力を得た．以上の方々

に厚く御礼申し上げる．
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本研究にあたっては，文部省科学研究費補助金重点領

域研究('）「浅海調迩による中央構造線活断層系西部．

別府地溝帯の地蕊特性解価（研究代表者：島崎邦彦，

諜題番号:03201114>の一部を使用した．

ひ‘
愛媛県伊予郡双海町沖における中央構造縫の活動は，

次のようにまとめられる．
●

1．この海域に分布する中央穂造線は，完新世におい

て，右横ずれ運動を示す．

2．上涯沖の断層凹地賎右横ずれ変位を伴う主断層

と，それから分岐する副断層(垂直変位が卓越)狐同時

に活動することにより形成された．
■

3．上涯沖北・南断層の活動時期は，約4000年前と約

6200年前であり，活動間隔は20側年前後と考えられる．

また，トレンチ鯛査により解銃ぎれた中央構造線(岡

村断層，父尾断層)の活動性を加味すると，次の結果が

導きだきれる．

4．中央構造綴は，少なくとも3つ以上の活動領域に

分かれ，それぞれ力菊MO年間隔で活動を繰り返してい

る．
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おわりに

、‘
ある地域に密薬して分布する活断層群や一連の断層系

には，どのような相互関係が存在するのか．はたして，

近接する活断層は同じ活動履歴をたどっているのか．こ

の問題は地震の危険度，すなわち，地震の規模や頻度を

見積もる上で大きな影響を及ぼす．伊予灘に分布する海

底活断層群は，中央擢造線における活動特性を好価する

上で，好フィールドであると思われる．本麓で取り扱弩

た断層はその東靖部分にあたる筑ざらに，これより西

方にも鯛査を拡大し，海底活断層の分布・形鰻の記韓

およ硯主要断層の活動履歴解銃を行う予定である．鬮

査が進むにつれ，様々な資料や問題点がもたらされるで

あろう．これらについては願次報告してゆきたい．
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小JII光明・岡村翼・島崎邦彦・中田窟・千田昇・中材俊夫・宮武麓・前雲明・堤浩之、
1992,伊予源北東郡における中央織首録海底活断層の妄鍔融鰯副助.蝿瞬学麓集gN◎､40,だ-97.
(Ogawa.M､,OkamUra.M,Shimazaki,K､,Nakata,n,Chida,Nb.Nakamura｡m,MyatakaT,,MemOkU,
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愛媛県伊予郡双海町沖において．高分解能ソノプロープを用いた詳細な音波探迩を実施し，中央楠
造線活断層系の正確な分布と形憩を記載した．きらに，断層を挟んだ地点からピストンコア賦料を
採取し，それらを対比することにより，断層活動の時期を解誼した．この海域に分布する中央栂造
線は，左雁行に配列する計4本の断層から構成されており，そのうちの1本には完新世における明
瞭な右ずれ運動力靭められる．また，この断層は近接する他の断層と同時に活動することにより，
細長い地撫を形成する．その活動時期は,石灰質化石の14C年代測定から’約6"O年前と約4"O年
前であると推定された.4000年前以降にも活動があったと思われる溌残念ながら堆菰速度の急減
のため，断層活動力畷存きれていなかった．本地域での活動性に，陸上のトレンチ溺査から解読さ
れた活動性を加味すると,.四国における中央櫛造線は，少なくとも3つ以上の領域に分かれ，それ
ぞれ力騎2000年の間隔で活動を操り返していると考えられる．
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